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研究力強化の最大化に向けて
基盤的な教育研究費：

・大学設置の目的が達成できるような基本的な資金の確保（特に、基盤的な
教育経費については間接・直接経費を含めて、競争的な環境での支援は
そぐわない）

・大学や大学連携等の特性を活かした取組みの支援
・学長裁量経費の枠内での学内重点支援（研究戦略（大学色のある分野など）、
人事育成戦略（優秀な若手の雇用、ヤル気を生む環境整備など）、国際戦略、
社会・産業界連携戦略など）

科学研究費補助金：研究の基盤を支える研究費
・直接経費の使途の柔軟化（種目について、十分な考察が必要）
・間接経費割合の柔軟化（全体の増額がない限りは、慎重に検討）

文部科学省所管の各種競争的教育研究資金：
伸び盛りの研究、大型の研究、国や社会ニーズを見据えた研究等の支援

・全体的に各種資金の見直し（個人、大学、連携など実施体制にも配慮）
・直接経費の使途の大胆な柔軟化
・間接経費割合の増加、競争的資金の使途の柔軟化（若手の雇用など）
・大型研究教育資金措置後の支援体制、特に教育経費
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国立大学等の機能強化を推進する改革構想（平成26年度からの取組）
世界水準の教育研究活動の飛躍的充実

北海道大学の強みを集約した総長直下の教育研究組織に

海外から一線級教育研究ユニットを誘致し、先端的国際共

同研究により生み出される実績をもとに、新学院「量子医理

工学院」及び「国際感染症学院」を設置

北海道大学

各分野における抜本的機能強化

鉱山学部の蓄積を活かした国際資源学部を中心に、国内外

の資源に関わる企業・政府機関等の多様な分野で活躍でき

る人材の養成を行い、我が国の資源・エネルギー戦略に寄

与。同時に教育文化学部、理工学部を含めた全学的な組織

再編成による人的資源を再配置

秋田大学

学士課程プログラムの改革を推進し、新入生全員を対象とし

た短期語学留学を必修化するとともに、チューニングによる

カリキュラム調整などにより大学教育の国際的な互換基盤を

整備。学位の国際通用性向上を図ることによりスマートで強

靱なグローバルリーダーを育成

一橋大学

東北大学の強みであるスピントロニクス分野にシカゴ大学や

ミュンヘン工科大学等から世界トップクラスの研究者を招へ

いし、国際共同大学院を構築

東北大学

全学教員ポストを学長のリーダーシップで再配置可能な組

織としたうえで、重粒子線治療の強みを活かした総合腫瘍学

等に関する教育研究拠点を海外研究機関から研究者を招へ

いして形成

群馬大学

教職大学院を附属学校に置き、大学ではなく附属学校を拠

点校として教師教育を展開。拠点校に教職大学院の教員が

出向き教育実践を行うことで、福井県全8,000人の教員の資
質向上に寄与

福井大学

「世界標準の教育」を保証するため、世界トップクラスの大学

のカリキュラムに対応した教育システムへの転換を図る。

MIT等の海外トップ大学から研究者等を招へいし、世界の理
工系人材の交流の拠点化を推進

東京工業大学

世界トップレベルのロンドン大学等と連携した熱帯医学

GH(グローバルヘルス)校を創設。ケニア等の熱帯地域・開
発途上国におけるフィールド研究を強化し、WHO等国際機
関における熱帯医学・グローバルヘルス専門家を育成

長崎大学

福島大学

福島の復興・再生・発展のために、環境放射能研究所を環

境放射能の動態と影響を解明する先端研究拠点として機能

を強化し、新たに５部門13研究分野を設置して研究機能及
び研究拠点としての運営力を強化

東京大学のグローバル化を飛躍的に加速するため、世界か

ら人材の集う「知の拠点」国際高等研究所を形成し、カリフォ

ルニア大学バークレイ校等から世界レベルの研究者を招へ

い。最先端国際共同研究の成果を教育へ転用

東京大学

海外拠点地域にあるチリ大学、チュラロンコン大学等とジョイ

ントディグリーコースを設置し、国際性豊かな医療人の養成

を推進するとともに、世界競争力の強化及び日本式医療技

術の国際展開に貢献

東京医科歯科大学

四半世紀にわたるアジア法整備支援の蓄積を踏まえ、アジ

ア各国の大学の協力を得て、法学等のアジアキャンパスを

設置。各国の専門家・政府高官に博士号を授与する環境を

整備

名古屋大学

工・理・医薬系の各分野トップレベルの研究者をハーバード

大学やオックスフォード大学等から招へいし、国際連携スー

パーグローバルコース(仮称)を構築。大学院生への研究指
導を通じて世界と競う人材を育成

京都大学

認知脳システム学や光量子科学等について、カリフォルニア

工科大学やフランス国立科学研究センターから世界トップク

ラスの研究者を招へいし、国際的研究者が集う拠点を形成

大阪大学

国際コースの拡充や新規採用教員の５年間英語講義提供

の必須化などの展開を見据えつつ、欧米の大学(リーズ大

学等)との連携による「国際教養学部(仮称)」を設置

九州大学

国際的通用性のある教育システム(学位プログラム制・日本
版チューニング・企業や外国の大学との学位プログラムの実

施)を構築し、大学のグローバル化を推進

筑波大学

「グローバルイノベーション研究院」の設置やグローバル教

育制度(英語による教育や全学生の海外経験支援等)の創設
により、国際理系グローバルイノベーション人材の養成を推

進

東京農工大学

世界ランキング15位に選出された実績等を踏まえ、建築・デ
ザイン分野で海外一線級のスタンフォード大学等からの研究

者招へいや海外拠点整備等により機能を強化

京都工芸繊維大学
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国立大学等の機能強化を推進する改革構想（平成27年度からの取組）

世界水準の教育研究活動の飛躍的充実

ロンドン芸術大学、パリ国立高等音楽院等から世界

一線級のアーティストユニットを誘致し、「芸術研究

院」を設置。海外大学との国際共同カリキュラム構築

等を通じて国際水準の芸術系人材育成を推進し、国

際的芸術系教育研究拠点としての機能を強化

東京芸術大学

各分野における抜本的機能強化

獣医･農畜産分野において、国際通用性を備えつつ、

食の安全確保に資する教育課程及び10社以上の食品
関連企業等との連携により即戦力人材を育成。新たに

「グローバルアグロメディシン研究センター」を設置し、

コーネル大学等から研究者を招へいし、国際共同研究

を推進

帯広畜産大学

がん進展制御研究の実績等をいかし、全学的な研究

司令塔機能を担う「新学術創生研究機構」を設置。カ

リフォルニア大学等から世界一線級の研究者を招へ

いし、世界レベルの研究者・若手研究者・成績優秀な

大学院生が共同して分野融合型プロジェクト研究を推

進

金沢大学

観光学分野で世界トップクラスのサリー大学等との連

携実績をいかした「国際観光学センター」を設置し、世

界一線級の外国人研究者を招へい。我が国初の国連

世界観光機関の観光教育･訓練･研究機関認定

(tedQual)の取得等を通じ、アジアにおける観光研究
ハブを形成

和歌山大学

生命科学分野(発生医学、エイズ学)をけん引する研
究司令塔として「国際先端医学研究機構」を設置。

オックスフォード大学やシンガポール大学等から世界

一線級の研究者を招へいし、感染領域や造血領域等

で国際的に卓越した研究を推進

熊本大学

天文学・生命科学をはじめとする異分野連携による新

分野創成を加速するため、アストロバイオロジーセン

ター(仮称)を創設。プリンストン大学等から世界一線
級の研究者を招へいし、国際的･先端的な共同利用･

共同研究を推進

自然科学研究機構(大学共同利用機関法人)

日本研究・日本語教育に関する実績を踏まえ、新た

に「国際日本学研究院」を設置。コロンビア大学、ロ

ンドン大学等から世界トップレベルの研究者を招へい

し、国際的な日本研究を深化し、日本の発信力、国

際的なプレゼンス向上に寄与

東京外国語大学

乾燥地科学の研究実績を踏まえ、「国際乾燥地域研

究教育機構」を設置。世界トップクラスの海外大学等

から研究者を招へいし、農学・社会科学・医学系等の

研究者とともに国際共同研究を推進。研究成果を活

かした国際乾燥地域科学の大学院設置を構想

鳥取大学

信州大学

お茶の水女子大学

「光医学教育研究センター」を設置し、光医学で一線

級の研究者を招へい。光産業でイノベーション創出を

けん引する地元企業等と連携した共同研究等により

医療機器開発・実用化を推進。光医学の素養を持っ

た高度専門人材の輩出と地域産業の発展に寄与

浜松医科大学

山口県内の自治体や企業等と連携した実践的課題

解決型プロジェクトや学生の長期海外留学を必修化

した「国際総合科学部」を設置。徹底した全学的教育

改革により、地元企業の海外事業展開や地域の課題

解決・発展に資する人材を育成し、地方創生に寄与

山口大学

「繊維・ファイバー工学」等の信州大学が強みとする５

つの分野に学内資源を集中させ「先鋭領域融合研究

群」を設置。MIT等から世界一線級の研究者を招へい
し、国際教育研究拠点を目指すとともに高度研究力と

国際的実践力を有する理工系グローバル人材を育成

国立女子大学ならではの重点研究領域として「グ

ローバル女性リーダー育成研究機構」を設置。国内

外から女性研究者を招へいし、女性のリーダーシッ

プ育成と男女共同参画社会の実現に貢献する研究

教育を通じて、世界で活躍できる女性リーダーの育

成機能を強化
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任期制と教員構成のピラミッド型化が進行

若手
適用

年輩
不適用

流動性の不発
1997年
導入

年輩増加

逆ピラミッド型
教員構成

30歳以下の
人口減少

移動性
欠如

潜在力の
後退加速
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研究力強化の最大化に向けて
基盤的な教育研究費：

・大学設置の目的が達成できるような基本的な資金の確保（特に、基盤的な
教育経費については間接・直接経費を含めて、競争的な環境での支援は
そぐわない）

・大学や大学連携等の特性を活かした取組みの支援
・学長裁量経費の枠内での学内重点支援（研究戦略（大学色のある分野など）、
人事育成戦略（優秀な若手の雇用、ヤル気を生む環境整備など）、国際戦略、
社会・産業界連携戦略など）

科学研究費補助金：研究の基盤を支える研究費
・直接経費の使途の柔軟化（種目について、十分な考察が必要）
・間接経費割合の柔軟化（全体の増額がない限りは、慎重に検討）

文部科学省所管の各種競争的教育研究資金：
伸び盛りの研究、大型の研究、国や社会ニーズを見据えた研究等の支援

・全体的に各種資金の見直し（個人、大学、連携など実施体制にも配慮）
・直接経費の使途の大胆な柔軟化
・間接経費割合の増加、競争的資金の使途の柔軟化（若手の雇用など）
・大型研究教育資金措置後の支援体制、特に教育経費

13
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7.簸争的資金の方が運営費交付金よりも効率的？

競争的資金には、分野の偏り、使途の特定、基盤的経費への充当が困難などの弱点がある。
短期的な「成果Jを求めるあまり、基盤的経費を削減し、競争的資金に偏れば、将来のための教育研究活動に
重大な支障。
コ基盤的経費と競争的資金のバランスが大軍O

．ノーベル化学賞受賞・白川英樹筑波大名嘗教授

<a.a実事.よW

0型豊富のきっかけとなった研賞は、現在の教育研寛慈盤経費による研究である。これは、プロジェクト研究でも、続争的資
金による研究でもなく、 自由な発想の下に自発的に使えるお金であり、非常に置要である。

O今後も教育研寛基盤枝膏については＋分！こEllしていただきたい．
（平成13年11月、第12回総合科学按術会諸にて）

．ノーベル物週掌賞受賞・小林鵬高エネルギー加速語研究纏綿名管教授

(£Pa同 lltll

0謀種ね隼‘接種的研究が置かれている現状は大蜜盤しい《国立大学の中で、運営交付金が毎年減っていると聞く。
争的資金に縮らない基礎研寛の尭婁が必要だろうと思う。（平成20年10月7日記者会見にて）

O研究資金の在り方としては、基礎的な研究巷支える安定的な研究費の上に鶴争的資金制度が量るというこ段構造が望

主」じと考える。
O行き過ぎた娘争環境の中で短期的成果を求めた結果、大学等における基礎研究の土織が枯れつつあるとしたら由々し

き問題である．（日本学術援興会科研費NEWSレター2009年1月骨）

．ノーベル物理学賞受賞・益川敏美京大名嘗敏授

0現在の掌術枝況の結畏の8価は、 30年樫先に現れるのである．

0基礎科学への関心も表面的にはあるが、底の浅さを感じる。現在日本において系統的に基堕科学を支えている組織は大
掌にしかない角その大掌の基樫科虫食が危ないのである．

0近年研究にはお金がいる．限られた資源のなかで、役に立つ科学・分かりゃすい科学・大学の外で市場原理のもとで成り

立つ科学などが研究費の餌婦として雪崩れ込んでいる。これはこれでしっかりした支媛体制が必要であるが、広じ塞墜
の科隼に栄養巷供給する基礎科掌を維持し発展させるしっかりした体制整作り上げるのも急務である。

（平成21年1月22日内閣メールマガジン）
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ー理念：テクノロジ、ーは人や社会の役に立ってこそ意味がある

圃革新技術を核として、基礎研究開発・実用化・株式上場・国際展開をイノベー

ションスパイラルを構成しながら推進、 2014年3月東証マザーズ上場

ー社会課題解決型の大学発ベンチャーとして、 IPOof the Year、日本ベン

チャ一大賞（経産大臣賞）などを受賞

ー当該分野の r国際標準化(ISO策定）』をエキスパートメンバーとして主導

圃欧州全域でのロボット医療機器化・保険適用化を実現！

~ .--........ 
TOKYO 
釘仮XEXCH州GE

東京m券取引所

〈《0197

2002年～：省庁聞の支援が進み、大学発ベンチャー活動の弾力的展開が可能となり、

革新技術の創生、新産業の創出、人材育成の推進、産業競争力に向けた挑戦 F

く山海嘉之代表者分を抜粋：文科省、 NEDO、厚労省、内閣府へと繋がる連携＞ ／ 

20唱0-

2009-

インタラクずィブ外骨格・ ~ ι 

連続流型人工ι、臓に対する！I』描 lj ··：~ 
I L..La........i-一一ー汁998-

体障害者のための埋め込み雪 唱995・：紙作開始
／ ／  

統合的人工期伽・J仮争点ゆこ空礎研究盟
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ー理念：テクノロジ、ーは人や社会の役に立ってこそ意味がある

圃革新技術を核として、基礎研究開発・実用化・株式上場・国際展開をイノベー

ションスパイラルを構成しながら推進、 2014年3月東証マザーズ上場

ー社会課題解決型の大学発ベンチャーとして、 IPOof the Year、日本ベン

チャ一大賞（経産大臣賞）などを受賞

ー当該分野の r国際標準化(ISO策定）』をエキスパートメンバーとして主導

圃欧州全域でのロボット医療機器化・保険適用化を実現！

2002年～：省庁聞の支援が進み、大学発ベンチャー活動の弾力的展開が可能と
革新技術の創生、新産業の創出、人材育成の推進、産業競争力に向けた挑戦 F

~ .--........ 
TOKYO 
釘仮XEXCH州GE

東京m券取引所

社会変革の実現
のため、内閣府
Im PACTプログ
ラムマネージャ
『重介護ゼ口社

会の実現」
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／
 

く山海嘉之代表者分を抜粋：文科省、 NEDO、厚労省、内閣府へと繋がる連携＞

インヨ脳神経系とロボットを機能的に繋ぎ、人とロボットを融合一体化する rロボットスーツHAL」の研究開発

新領域『サイパヱクス』

を構想し、領域開拓に挑戦LLa......i-一一司998・
筑波大学学内プ口S に採択 ~95・ ：紙作開始

学位取後、所属学会を－.§.退会 ？℃空白盟 畠

／ ／  
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ー理念：テクノロジ、ーは人や社会の役に立ってこそ意味がある

圃革新技術を核として、基礎研究開発・実用化・株式上場・国際展開をイノベー

ションスパイラルを構成しながら推進、 2014年3月東証マザーズ上場

ー社会課題解決型の大学発ベンチャーとして、 IPOof the Year、日本ベン

チャ一大賞（経産大臣賞）などを受賞

ー当該分野の r国際標準化(ISO策定）』をエキスパートメンバーとして主導

圃欧州全域でのロボット医療機器化・保険適用化を実現！

2002年～：省庁聞の支援が進み、大学発ベンチャー活動の弾力的展開が可能と
革新技術の創生、新産業の創出、人材育成の推進、産業競争力に向けた挑戦 F

，ーー回忌
亀田町、

TOKYO 
灯OCKEXCH州6E

東京寵券取引断

社会変革の実現

のため、内閣府
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く山海嘉之代表者分を抜粋：文科省、 NEDO、厚労省、内閣府へと繋がる連携＞

萌芽的研究： 230万円＋ 190万円：

成果が出るかわからないような萌芽的な段階から国が少額ではあっても幅広

く研究支援を行い、継続してきた中から試作検証フェーズが加速し、基礎と

実際を通した研究サイクルができ始め、成功事例が生まれてきた経緯がある
研究開発

新領域『サイパヱクス』

を構想し、領域開拓に挑戦LLa......i-一一司998・
筑波大学学内プ口S に採択 ~95・： 紙作開始

学位取後、所属学会を－.§.退会 ？℃空白盟 畠

／ ／  



科学研究費助成事業 支出内訳（平成２３−２５年度、筑波大学）
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